
※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                 （ ／ ）                【2022.02】 

 

 

 

 

                               受付印  
調 停 

遺 産 分 割     申 立 書 
           審 判 

 
 

申立人は 被相続人１人につき収入印紙1,200円分をこの欄に貼る。 

 

 

 

 

                        （貼った印紙に押印しないでください。） 

  収 入 印 紙            円 
 

  予納郵便切手            円 

 

大 阪 家 庭 裁 判 所 

御 中 

 

令和   年   月   日 

  申 立 人 

（又は法定代理人

等）の記名押印 

   
 

※複数名の場合は連名

で記名押印 

 

印 

 

添付書類 

□ 被相続人の戸籍（除籍，改製原戸籍）謄本 通 

□ 相続人全員の現在の戸籍謄本       通 

□ 被相続人の住民票除票又は戸籍附票    通 

□ 相続人全員の住民票又は戸籍附票     通 

□ 相続関係図               通 

□ 遺産目録                通 

□ 登記事項証明書（不動産）        通 

□ 固定資産評価証明書           通 

□ 預貯金の現在残高証明書の写し        通 

 （金融機関名，支店名，口座番号の記載があるもの） 

□ 株式等の残高証明書             通 

□ 自動車の登録事項証明書           通 

□ 相続税申告書の写し             通 

□ 遺言書の写し                通 

□ 

 

 

 (注）太枠の中だけ記入してください。 

  

当事者 別紙当事者等目録記載のとおり 

被相続人 

本  籍 

 

最後の住所 

 

氏   名 

 昭和 
 
平成  年    月    日死亡 
 
令和 



※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                 （ ／ ）                【2022.02】 

 

 

(注）太枠の中だけ記入してください。 

 

 

 

  

申 立 て の 趣 旨 

 

□ 被相続人の遺産の全部の分割の(□ 調停／□ 審判)を求める。 

 

□ 被相続人の遺産である別紙遺産目録記載の財産のうち， 

 

 

 

の分割の(□ 調停／□ 審判）を求める。 
※ 一部の分割を求める場合は，上記   枠内に分割の対象とする遺産目録記載の番号
（（例）Ａ１，Ｃ２）を記入してください。  

 

申 立 て の 理 由 

共同相続人間で遺産分割協議が調わないため，申立てをする。 

共同相続人 別紙当事者等目録記載のとおり 

遺   産 別紙遺産目録記載のとおり 

事前の遺産の
一部分割 

 □ある □ない 
 
※ この申立てまでにした被相続人の遺産の一部分割の有無を選択してくださ

い。 

事前の預貯金
債権の行使 

 □ある □ない 
 
※ 相続開始時からこの申立てまでに相続人のいずれかが民法９０９条の２に

基づいて単独で預貯金債権の行使をした事実の有無を選択してください。 

特 別 受 益 

１ 特別受益の主張 □ある □ない 

２（１で「ある」の場合）その内容を記載してください。 

特別受益者 

（生前贈与や遺

贈を受けた人） 

特別受益の時期 
特別受益の内容 

（対象物，金額，数量など） 

   

   

   

   

 
※ 特別受益とは，相続分の前渡しと見られるような生前贈与や遺贈のことで

す（民法９０３条）。 



※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                 （ ／ ）                【2022.02】 

（別紙）           当 事 者 等 目 録 
 

 

申 

立 

人 

住  所 

〒    － 

 

 

                                            方）  

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

  

          方）  

フリガナ 
 

氏  名 

 

 
被相続人との続柄 

※２ 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

フリガナ 

氏 名 

 

住 所 

〒    － 

 

 

          方）  

 

 
（         方） 

※１ 

住  所 

〒    － 

 

 

                                            方）  

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 

 方）  

フリガナ 
 

氏  名 

 被相続人との続柄 

※２ 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

フリガナ 

氏 名 

 

住 所 

〒    － 

 

 

          方）  

 ※１ 

 住  所 

〒    － 

 

 

                                            方）  

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 
          方）  

フリガナ 
 

氏  名 

 被相続人との続柄 

※２ 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

フリガナ 

氏 名  

住 所 

〒    － 

 

 

                                          方）  

（注）太枠の中だけ記入してください。※１の欄は，申立人，相手方又は利害関係人の区別を記入してください。 
※２の欄には被相続人から見た続柄を記入してください。包括受遺者等の場合には，その旨を記入してください。 



※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                 （ ／ ）                【2022.02】 

（別紙）           当 事 者 等 目 録 
 

 

※１ 

 
住  所 

〒    － 

 

 

方）  

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 

方）  

フリガナ 
 

氏  名 

 

 
被相続人との続柄 

※２ 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

フリガナ 

氏 名 

 

住 所 

〒    － 

 

 

          方）  

 

 
（         方） 

※１ 

住  所 

〒    － 

 

 

方）  

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 

方）  

フリガナ 
 

氏  名 

 被相続人との続柄 

※２ 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

フリガナ 

氏 名 

 

住 所 

〒    － 

 

 

          方）  

 ※１ 

 住  所 

〒    － 

 

  

方）  

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 
          方）  

フリガナ 
 

氏  名 

 被相続人との続柄 

※２ 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

フリガナ 

氏 名  

住 所 

〒    － 

 

 

方）  

（注）太枠の中だけ記入してください。※１の欄は，申立人，相手方又は利害関係人の区別を記入してください。 
※２の欄には被相続人から見た続柄を記入してください。包括受遺者等の場合には，その旨を記入してください。 



※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                （1／5）              【2020.02】 

  

 

 

 

 

                               受付印  調 停 
遺 産 分 割     申 立 書 

           審 判 
 

 
 （被相続人１人につき収入印紙１,２００円分をこの欄にはる。） 

 

 

 
 
 
 
 
                        （貼った印紙に押印しないでください。） 

  収 入 印 紙            円 
 

  予納郵便切手            円 

 

  関連事件番号  平成・令和        年（家    ）第                                               号 

 

大 阪 家 庭 裁 判 所 

御 中 

 

令和 ○ 年  ○ 月 ○ 日 

  申 立 人 

（又は法定代理人

等）の記名押印 
 

 

※複数名の場合は連名

で記名押印 

家 裁 太 郎      
     

 

添付書類 

■ 被相続人の戸籍（除籍，改製原戸籍）謄本６通 

（亡くなった相続人がいればその方の出生から死亡 

■ 相続人全員の現在の戸籍謄本      ３通 

■ 被相続人の住民票除票又は戸籍附票   １通 

■ 相続人全員の住民票又は戸籍附票    ３通 

■ 相続関係図              １通 

■ 遺産目録               １通 

■ 登記事項証明書（不動産）       ５通 

■ 固定資産評価証明書          １通 

■ 住宅地図                 ４通 

までの戸籍謄本も必要） 

■ 預貯金の現在残高証明書の写し       ３通 

 （金融機関名，支店名，口座番号の記載があるもの） 

■ 株式等の残高証明書            ５通 

□ 自動車の登録事項証明書           通 

□ 相続税申告書の写し             通 

□ 遺言書の写し                通 

■ 保険証書写し１通，■金銭消費貸借契約書写し１通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注）太枠の中だけ記入してください。 

  

当事者 別紙当事者等目録記載のとおり 

被相続人 

本  籍 大阪市中央区●●１丁目１番地 

最後の住所 大阪市北区●●２丁目２番２号 

氏   名 家裁 花子 

 
昭和 

 
平成 元 年 ７ 月 ３０ 日死亡 
 
令和 

記載例 

記載例 



※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                （2／5）              【2020.02】 

(注）太枠の中だけ記入してください。 

  

申 立 て の 趣 旨 

 

■ 被相続人の遺産の全部の分割の(■ 調停／□ 審判)を求める。 

 

□ 被相続人の遺産である別紙遺産目録記載の財産のうち， 

 

 

 

の分割の(□ 調停／□ 審判）を求める。 
※ 一部の分割を求める場合は，上記   枠内に分割の対象とする遺産目録記載の番号
（（例）Ａ１，Ｃ２）を記入してください。  

 

申 立 て の 理 由 

共同相続人間で遺産分割協議が整わないため，申立てをする。 

共同相続人 別紙当事者等目録記載のとおり 

遺   産 別紙遺産目録記載のとおり 

事前の遺産の
一部分割 

 □ある ■ない 
 
※ この申立てまでにした被相続人の遺産の一部分割の有無を選択してくださ

い。 

事前の預貯金
債権の行使 

 ■ある □ない 
 
※ 相続開始時からこの申立てまでに相続人のいずれかが民法９０９条の２に

基づいて単独で預貯金債権の行使をした事実の有無を選択してください。 

特 別 受 益 

１ 特別受益の主張 ■ある □ない 

２（１で「ある」の場合）その内容を記載してください。 

特別受益者 

（生前贈与や遺

贈を受けた人） 

特別受益の時期 
特別受益の内容 

（対象物，金額，数量など） 

相手方家裁二郎 平成 年 月頃 住宅建築資金として２０００万円 

   

   

   

 
※ 特別受益とは，相続分の前渡しと見られるような生前贈与や遺贈のことで

す（民法９０３条）。 



※ 本書面の写しは，手続開始前に相手方全員に送付します。      

                （3／5）              【2020.02】 

（別紙）           当 事 者 等 目 録 
 

 

申 

立 

人 

住  所 
〒 ５４０－０００● 

大阪市中央区大手前●－●－● 

                                            方） 

送達場所 

■上記住所と同じ 
〒    － 

 
        方） 

フリガナ 
 

氏  名 

カサイ タロウ 

家裁 太郎 

被相続人との続柄 

※２   長男 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

ﾌﾘｶﾞﾅ 
氏 名  

住 所 

〒    － 

 

 

        方） 
 

 
（         方） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相 

手 

方 

 

※１ 
住  所 

〒 ５４０－０００■ 

大阪市中央区大手前■－■－■ 
                                           方） 

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 

         方） 

フリガナ 
 

氏  名 

カサイ ジロウ 

家裁 二郎 

被相続人との続柄 

※２     二男 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

 

 ﾌﾘｶﾞﾅ 
氏 名 

 

住 所 

〒    － 

 

 

         方） 

 

 

相 

手 

方 

 ※１ ※１ 
住  所 

〒 ５４０－０００▲ 

大阪市中央区大手前▲－▲－▲ 

                                           方） 

送達場所 

□上記住所と同じ 
〒    － 

 

         方） 

フリガナ 
 

氏  名 

カサイ ハルコ 

家裁 春子 

被相続人との続柄 

※２     長女 

代
理
人 

資 格 □弁護士 □親権者（□父 □母） □成年後見人 □特別代理人 □ 

 
 

 

（         方） 

 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ 
氏 名  

住 所 

〒    － 

 

 

                                         方） 

（注）太枠の中だけ記入してください。※１の欄は，申立人，相手方又は利害関係人の区別を記入してください。 
※２の欄には被相続人から見た続柄を記入してください。包括受遺者等の場合には，その旨を記入してください。 

記載例 



※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

Ａ　不動産　 ※記載した土地・建物等全ての不動産について，連続した通し番号を振ってください。

〈土地〉  　  ※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

1

〈建物〉  ※登記事項証明書と固定資産評価額記載の床面積等が異なる場合でも，登記事項証明書のとおりに書き写してください。

　  　　 　　　※未登記の場合は，固定資産税評価証明書のとおりに書き写してください。

（別紙）

床面積(㎡)

所在

遺産目録

地番番号

番号
所在

（※　住居表示が分かる場合は，併記する。）

被相続人氏名

家屋番号
（符号）

種類・構造

持分地目 地積(㎡)

持分

作成日　令和　　　年　　　月　　　日

書証番号持分×固定資産税評価額

土地上の建物の有無
（有の場合，どの建物があるのか)

（それが遺産でない場合には所有者も記載・無
の場合，土地の使途）

□建物無し

□建物無し

□建物無し

□建物無し

□建物無し

敷地占有権原
(敷地が遺産でない場合には敷地

の所有者も記載)
備考

備考

持分×固定資産税評価額 建物利用者

□建物無し

書証番号

（　　/　　） 【2022.02】



※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

〈区分所有建物・マンション〉　※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

建物利用者

書証番号

備考

〈地上権または借地権その他用益権（使用借権を除く）〉　※提出書証のとおりに書き写してください。

土地の所有者

期限

Ｂ　預貯金（定期，定額預貯金を含む。） 　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 種類 死亡時の残高 現在残高 書証番号

1

2

3

4

5

6

7

8

 

番号
数量

（株数，口数等）
書証番号

1

2

3

4

5

取扱金融機関／口座番号
現在の評価額合計

（数量×１株（１口）当たりの評価額）

持分×固定資産税評価額

固定資産評価による所有権価額
（ただし，敷地権の対象となっている分に限る）

専有部分の建物の表示

書証番号

預貯金合計額

※現在残高の合計を記入してください。

備考

備考

備考

所在

敷地権の表示
土地の符号／敷地権の種類

敷地権の割合

建物の名称

家屋番号／建物の名称

敷地権の目的である
　　　　　　　土地の表示 地目／地積(㎡)

一棟の建物の表示

種類・構造／床面積(㎡)

土地の符号／所在及び地番

不動産評価額合計

持分

敷地権の種類

株式等合計額

金融機関・支店名 口座番号・記号番号

どの建物の目的となっている敷地権か

（対象となる土地）所在／地番／地目／
敷地権の対象となる地積(㎡)（※土地
の地積ではない）

返還される敷金額

銘柄
（※証券がある場合は，証券の番号も記載）

Ｃ　国債，株式，社債（ただし，投資信託は除く。）　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

（　　/　　） 【2022.02】



※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

Ｄ　投資信託

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号
数量

（口数）
書証番号

1

2

3

4

5

Ｅ　保険契約の解約返戻金，保険金（ただし，被相続人以外の者が受取人になっているものは除く。）

　　※保険会社発行の保険証書等のとおりに書き写してください。

番号 書証番号

1

2

3

Ｆ　貸金等の債権  ※原則，審判の対象となりません。

   ※提出書証のとおりに記載してください。

番号 書証番号

1

2

3

Ｇ　その他の遺産（信用金庫等への出資金，動産，被相続人が死亡時に現に有していた現金等）

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 書証番号

1

2

3

4

5

Ａ～Ｇの遺産総合計

備考

金額

数量（口数，円等） 現在の評価額合計保管者または所在地

銘柄

貸金等の債権合計額

その他の遺産の評価額合計

保険契約の解約返戻金，保険金合計額

備考

備考

投資信託合計額

種目

取扱金融機関／口座番号
現在の評価額合計

（数量×１口当たりの評価額）

種目/保険会社・保険の種類・保険証券番号・被保険者・契約者

種目/債務者 金額 備考

（　　/　　） 【2022.02】



※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

（参考）　債務目録

　　　　　　　 ※提出書証のとおりに記載してください。

番号 書証番号

1

2

3

金額

債務の合計額

（別紙）

　※審判の対象となりません。

種目／債権者 備考

（　　/　　） 【2022.02】



※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

Ａ　不動産　 ※記載した土地・建物等全ての不動産について，連続した通し番号を振ってください。

〈土地〉  　  ※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

1 ○番○ 畑 １００.５３㎡ 1 甲1, 5

2 ○番○ 宅地 ２１２．００㎡ 2/3 甲2, 5

〈建物〉  ※登記事項証明書と固定資産評価額記載の床面積等が異なる場合でも，登記事項証明書のとおりに書き写してください。

　  　　 　　　※未登記の場合は，固定資産税評価証明書のとおりに書き写してください。

3 ○番○
居宅
木造瓦葺２階
建

１階　６５．０７㎡
２階　４３．７５㎡

2/3
所有権
共有持分　申立人１／３

甲3, 6

（符号１）
車庫
木造亜鉛メッキ
鋼板葺平家建

２５．５８㎡ 同上 同上 甲6

4 未登記
専用住宅
木造瓦葺平家
建

８１．７７㎡ １
借地権
（所有者　家事次郎）

甲4, 6

〈区分所有建物・マンション〉　※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

建物利用者

書証番号

備考

〈地上権または借地権その他用益権（使用借権を除く）〉　※提出書証のとおりに書き写してください。

不明

土地の所有者 不明

期限 甲8

¥164,973,347

返還される敷金額

土地の符号／所在及び地番

居宅・鉄筋コンクリート造１階建／１階部分６５．８５㎡

敷地権の種類 借地権

１／所有権

１５０３８７分の３０５８敷地権の割合

建物４の敷地どの建物の目的となっている敷地権か

大阪市西区○○３丁目／○番○／宅地／１０１．２３㎡

敷地権の表示

建物の名称

家屋番号／建物の名称

敷地権の目的である
　　　　　　　土地の表示 地目／地積(㎡)

（対象となる土地）所在／地番／地目／
敷地権の対象となる地積(㎡)（※土地の
地積ではない）

一棟の建物の表示

種類・構造／床面積(㎡)

所在

○○４丁目○番○の○／１０１号

書証番号

書証番号備考

家事　次郎

令和○○年○○月○○日 書証番号

備考持分×固定資産税評価額

土地上の建物の有無
（有の場合，どの建物があるのか)

（それが遺産でない場合には所有者も記載・無
の場合，土地の使途）

■建物無し

貸駐車場として使用

□建物無し
建物３の敷地
共有持分　申立人１／３

建物利用者

¥84,741,553

¥68,741,024

¥201,442

持分×固定資産税評価額

持分地目 地積(㎡)

持分

¥3,764,850

大阪市淀川区○○４丁目○番地○

¥4,847,502

１／大阪市淀川区○○４丁目○番○

家裁マンション

敷地占有権原
(敷地が遺産でない場合には敷

地の所有者も記載)

備考

不動産評価額合計

（別紙）

床面積(㎡)

所在

遺産目録

地番番号

番号
所在

（※　住居表示が分かる場合は，併記する。）

被相続人氏名 家裁　花子

附属建物

家屋番号
（符号）

種類・構造

大阪市中央区○○１丁目

大阪市北区○○２丁目

大阪市北区○○２丁目○番地○

固定資産評価による所有権価額
（ただし，敷地権の対象となっている分に限る）

宅地／９５０．２７㎡

¥7,524,478持分

作成日　令和　　　年　　　月　　　日

専有部分の建物の表示

空き家

甲7

大阪市西区○○３丁目○番地○

土地の符号／敷地権の種類

持分×固定資産税評価額1

記 載 例
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※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

Ｂ　預貯金（定期，定額預貯金を含む。） 　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 種類 死亡時の残高 現在残高 書証番号

1 通常貯金 ¥503,275 ¥253,065 甲9

2 普通預金 ¥1,200,000 ¥501,269 甲10

3 定期預金 ¥1,000,000 ¥1,011,589 甲11

¥1,765,923  

番号
数量

（株数，口数等）
書証番号

1
４口
（額面１口１０万円） 甲12

2 １００株 甲13

¥1,770,000

Ｄ　投資信託

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 数量
（口数）

書証番号

1 １０２５００口
（令和○年○月○日時点）

甲14

2 154700口 甲14

¥316,500

Ｅ　保険契約の解約返戻金，保険金（ただし，被相続人以外の者が受取人になっているものは除く。）

　　※保険会社発行の保険証書等のとおりに書き写してください。

番号 書証番号

1 甲15

¥600,000

Ｆ　貸金等の債権  ※原則，審判の対象となりません。

   ※提出書証のとおりに記載してください。

番号 書証番号

1 甲16

¥1,000,000

Ｇ　その他の遺産（信用金庫等への出資金，動産，被相続人が死亡時に現に有していた現金等）

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 書証番号

1 甲17

2

3 甲18

¥1,973,454

Ａ～Ｇの遺産総合計 ¥172,399,224

種目

貸金／債務者○○○○・貸付日平成○年○月○日

保険契約の解約返戻金，保険金合計額

金額種目/債務者

取扱金融機関／口座番号

株式等合計額

△△証券△△支店／○○○○

金融機関・支店名

種目/保険会社・保険の種類・保険証券番号・被保険者・契約者

投資信託合計額

○○銀行○○支店

○○銀行○○支店

△△証券△△支店／○○○○

口座番号・記号番号

先進国株式インデックスファンド

○○株式会社

分離適格振替国債／１０年／第○○○回

銘柄
（※証券がある場合は，証券の番号も記載）

○○生命保険相互会社・○○生命保険・○○○○号・被保険者○○○○・契約者被相続人

Ｃ　国債，株式，社債（ただし，投資信託は除く。）　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

¥420,000

取扱金融機関／口座番号

※現在残高の合計を記入してください。

備考

ＭＭＦ

△△銀行△△支店／○○○○

預貯金合計額

○○○○○－○○○○○○

その他の遺産の評価額合計

¥1,000,000

銘柄

○○○○○○○

○○○○○○○

備考

備考

¥1,350,000

申立人

数量（口数，円等） 現在の評価額合計保管者または所在地

２０００口

８０万円 ¥821,454

¥100,000

備考

貸金等の債権合計額

備考

¥102,500

現在の評価額合計
（数量×１口当たりの評価額）

¥214,000

相手方家裁二郎1本

ゆうちょ銀行

備考

金額

¥600,000

金／商標○○○／○○ｇ／
金塊番号○○○

現金

△△証券△△支店／○○○○

出資金（○○信用金庫○○支店）

¥1,052,000

現在の評価額合計
（数量×１株（１口）当たりの評価額）

記 載 例
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（別紙）相続関係図
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〇 男性

男性（死亡）

△ 女性

女性（死亡）
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(             .       .       亡)

(             .       .       亡)

(                       ) (             .       .       生)

(             .       .       生)
(             .       .       亡)

(             .       .       生)

(             .       .       亡)

(                       )

(             .       .       生)
(             .       .       亡)

(             .       .       生) (                       )

(                       )

(             .       .       亡)

家裁　花子

(             .       .       亡)

(      相手方        )
(      S 19 . 1 . 9  .     生)

△ 家裁　春子(      R 5 . 7 . 30       亡)

(      S 45 .7 . 1  .      生)
(             .       .       亡)

(                       )

(      H 20 . 1 . 13      亡)

〇 家裁　二郎

(             .       .       生) (  被相続人　       ) (      S 42 .10 . 8  .     生)

(             .       .       亡)

家裁　一郎

(      S 40 .9 . 21  .     生)
(             .       .       亡)

(                       ) (      S 15 . 7 . 25 .     生) (      相手方        )

(             .       .       生)
(             .       .       亡)

(                       )
(      申立人        )

〇 家裁　太郎
(             .       .       生) (                       )

(             .       .       亡)

(                       )
(             .       .       生)
(             .       .       亡)

(                       ) (             .       .       生)
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(             .       .       亡)

(             .       .       生)
(             .       .       亡)

記載例
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△ 女性

女性（死亡）
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大阪家庭裁判所

R6.1

△ 女性

養子縁組

離縁

２　留意事項

相 続 関 係 図 の 作 成 方 法

〇

１　記号・罫線の使い方

▲ 女性（死亡）

婚姻関係

離婚

内縁等

（婚姻関係にない男女）

● 男性（死亡）

男性

・肩書（被相続人・申立人・相手方など）を記載してください。

・被相続人、被代襲者、数次相続（再転相続）における被相続人等の死亡日は必ず

記載してください。

・同名の方が登場する場合は、生年月日も必ず記載してください。

・養子縁組は縁組日を必ず記載してください。

・養子縁組の記載にあたっては、養父（養母）のみとの縁組の場合は、当該養父

（養母）の名前の下から養子線を引いてください。養父母との縁組の場合は、養父

母の婚姻線から養子線を引いてください。これを誤ると相続分の計算が正しく行え

ません。

・転縁組がなされたり、親族間で養子がなされている場合など、養子縁組関係等が

入り乱れて一見して相続関係が把握しにくい相続図の場合は、各相続人の肩書欄付

近に「実父母：●●・▲▲、養父１：◎◎、養父２：■■、養父母３：★★・

♦♦」などと明示してください。また、同じ人物が複数登場する場合は、「●●・

▲▲の長男と同一人物」などとわかるように記載してください。

・法定相続情報一覧図では、相続に関係のない人物の名前の記載が省略されていま

す（被代襲者、兄弟姉妹相続における実父母や養父母、先に死亡している者等）。

遺産分割係では相続分の計算が重要になりますので、誰が誰の子なのか確認する必

要があります。裁判所に提出する相続関係図では、名前を記載してください。

・１枚に書ききれない場合や１つの図にまとめると複雑になりすぎる場合は、複数

枚になっても構いません。

or

or

or

正確な相続関係図の作成を

お願いします。

1



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

１ 
【2020.10】 

 

事 情 説 明 書 

令和   年   月   日 

 

氏名                 印 

事件番号 令和   年（家 ）第    号 

１ 相続人について 

 相続人の範囲（相続人は誰か）について争いがありますか。□はい □いいえ 

※ 「はい」の場合，争われている方の氏名と理由を記載して下さい。 

 

 

２ 遺産の範囲について 

□遺産は，遺産目録記載のとおりである。 

□遺産目録のほかにも，遺産がある可能性がある。 

（遺産を管理している者：           ） 

□遺産目録中に，被相続人の名義ではないものがある。 

（遺産目録の番号：              ） 

３ 遺言書について 

遺言書はありますか。□ある □ない □分からない 

※ 「ある」の場合は，以下の質問にお答え下さい。 

(1) 遺言書の種類 

 □公正証書遺言 □自筆証書遺言（検認未了） 

□自筆証書遺言検認済：  家庭裁判所  支部 平成・令和  年（家）第    号 

(2) 遺言書を所持している人 

 □申立人（      ）□相手方（      ）□その他（      ） 

(3) 遺言書の内容はわかりますか。□はい □いいえ 

※ 「はい」の場合，遺言書に記載されていない遺産はありますか。 

□はい □いいえ 

(4) 遺言書の効力に争いが生じる可能性はありそうですか。□はい □いいえ 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

２ 
【2020.10】 

※ 「はい」の場合，どういった理由で遺言書の効力が争われそうですか。 

 

 

※なお，遺言書をお持ちの方は，写しを提出してください。 

４ 事前の遺産分割協議について 

(1) 遺産分割協議はしましたか。 

□はい→(2)へ □いいえ→（協議をしていない具体的な理由：        

                                   ） 

(2) 遺産分割協議はまとまりましたか。 

□はい→(3)へ 

□いいえ→（遺産分割協議がまとまらなかった理由を記載して下さい。） 

 □相続人の範囲 □遺産の範囲 □ 分割方法 □その他（      ） 

 

 

 

 

 

(3) 遺産分割協議書は作成しましたか。 

□はい  □いいえ  

５ 事前の遺産の一部分割について 

(1) この申立てまでに，被相続人の遺産の一部のみを対象にして，分割をしたこ 

とがありますか。 

□はい→(2)へ □いいえ 

(2) 分割の際にどのような書面を作りましたか。 

 □裁判所の審判書又は調停調書 

（   家庭裁判所 平成・令和   年（家  ）第     号） 

□遺産分割協議書 

□その他（                            ） 

※なお，(2)にチェックを入れた方は該当する書面の写しを提出してください。 

遺産分割協議がまとまらなかった具体的な理由 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

３ 
【2020.10】 

６ 事前の預貯金債権の行使について 

(1) 被相続人が亡くなってから本申立てまでに，被相続人の預金から出金した人はい

ますか。 

□はい（出金をした人の氏名           ）→(2) へ  

□いいえ  

□不明 

(2) 出金の内容が分かる書面がありますか。 

   □はい（□金融機関発行の証明書等（甲第 号証）□その他（      ）） 

□いいえ 

※なお，(2)にチェックを入れた方は該当する書面の写しを提出してください。 

７ 遺産の使用，管理状況について 

 (1) 遺産目録Ａ記載の不動産は現在誰がどのように使用（又は居住）していますか。 

 

 

(2) 遺産目録記載の上記(1)以外の遺産は，誰がどのように管理していますか。 

 

 

８ 取得希望について 

あなたがこの遺産分割において，どのような形での遺産取得を希望するのかを記載

してください。 

（例）不動産の取得を希望する。 

（例）法定相続分に応じて代償金の支払を受けることを希望する。 

 

 

 

 

 

 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

４ 
【2020.10】 

 

 

 

 

 

 

 

９ 寄与分について※   

寄与を主張するのであれば，その内容を記入してください。 

期間 内容 

～ 

□家業従事 □金銭等出資 □療養看護 □扶

養 

□財産管理 □ 

～ 

□家業従事 □金銭等出資 □療養看護 □扶

養 

□財産管理 □ 

～ 

□家業従事 □金銭等出資 □療養看護 □扶

養 

□財産管理 □ 

※被相続人の財産の維持または増加に対する親族間の相互扶助義務を超える特別な

寄与に限られます（民法９０４条の２）。 

 

１０ 相手方について 

 (1) 相手方は本件申立てをご存知ですか。 

   □全員知っている。  

□全員知らない。  

□相手方      は知っている。 

 (2) 相手方に代理人弁護士は選任されていますか。または，その見込みはありますか。 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

５ 
【2020.10】 

   □ 不明 

   □         弁護士（    弁護士会）が選任されている（選任見

込）。 

    ＴＥＬ               ＦＡＸ 

 (3) 相手方の調停期日への出席は見込まれますか。出席困難な事由（病気等）はな 

いですか。 

   □ 不明 

   □ 調停には出席すると思われる。 

   □ 調停には出席しないと思われる。 

（理由） 

１１ 審判申立ての場合（調停申立ての場合は記載する必要はありません。） 

本件を調停手続に付することについて支障がありますか。 

□支障はない。   

□支障がある。 

（理由） 

 

１２ その他 

  その他参考になることがあれば記載してください。 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

６ 
【2020.10】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

１ 
【2020.10】 

 

事 情 説 明 書 

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 

 

氏名   家 裁 太 郎  ㊞ 

事件番号 令和   年（家 ）第    号 

１ 相続人について 

 相続人の範囲（相続人は誰か）について争いがありますか。□はい ■いいえ 

※ 「はい」の場合，争われている方の氏名と理由を記載して下さい。 

 

 

２ 遺産の範囲について 

□遺産は，遺産目録記載のとおりである。 

■遺産目録のほかにも，遺産がある可能性がある。 

（遺産を管理している者： 相手方家裁二郎   ） 

□遺産目録中に，被相続人の名義ではないものがある。 

（遺産目録の番号：              ） 

３ 遺言書について 

遺言書はありますか。□ある ■ない □分からない 

※ 「ある」の場合は，以下の質問にお答え下さい。 

(1) 遺言書の種類 

 □公正証書遺言 □自筆証書遺言（検認未了） 

□自筆証書遺言検認済：  家庭裁判所  支部 平成・令和  年（家）第    号 

(2) 遺言書を所持している人 

 □申立人（      ）□相手方（      ）□その他（      ） 

(3) 遺言書の内容はわかりますか。□はい □いいえ 

※ 「はい」の場合，遺言書に記載されていない遺産はありますか。 

□はい □いいえ 

(4) 遺言書の効力に争いが生じる可能性はありそうですか。□はい □いいえ 

記載例 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

２ 
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※ 「はい」の場合，どういった理由で遺言書の効力が争われそうで

すか。 

 

 

※なお，遺言書をお持ちの方は，写しを提出してください。 

４ 事前の遺産分割協議について 

(1) 遺産分割協議はしましたか。 

■はい→(2)へ □いいえ→（協議をしていない具体的な理由：        

                                   ） 

(2) 遺産分割協議はまとまりましたか。 

□はい→(3)へ 

■いいえ→（遺産分割協議がまとまらなかった理由を記載して下さい。） 

 □相続人の範囲 □遺産の範囲 ■分割方法 ■その他（ 特別受益  ） 

 

 

 

 

 

(3) 遺産分割協議書は作成しましたか。 

□はい  ■いいえ  

５ 事前の遺産の一部分割について 

(1) この申立てまでに，被相続人の遺産の一部のみを対象にして，分割をしたこ 

とがありますか。 

□はい→(2)へ ■いいえ 

(2) 分割の際にどのような書面を作りましたか。 

 □裁判所の審判書又は調停調書 

（   家庭裁判所 平成・令和   年（家  ）第     号） 

□遺産分割協議書 

□その他（                            ） 

遺産分割協議がまとまらなかった具体的な理由 

申立人はＡ２及びＡ３の不動産の取得を希望し，その評価額について固定資産

税評価額とすることを主張したが，相手方家裁二郎は時価額がそれ以上の金額に

なることを主張した。また，相手方家裁二郎は被相続人から住宅建築資金の贈与

を受けていないと主張し，特別受益の有無が争いになった。 

 

記載例 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

３ 
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※なお，(2)にチェックを入れた方は該当する書面の写しを提出してくださ

い。 

６ 事前の預貯金債権の行使について 

(1) 被相続人が亡くなってから本申立てまでに，被相続人の預金から出金した人はい

ますか。 

■はい（当該債権を行使した相続人の氏名  申立人  ）→(2)へ  

□いいえ  

□不明 

(2) 出金の内容が分かる書面がありますか。 

   ■はい（■金融機関発行の証明書等（甲第１９号証）□その他（      ）） 

□いいえ 

※なお，(2)にチェックを入れた方は該当する書面の写しを提出してください。 

７ 遺産の使用，管理状況について 

 (1) 遺産目録Ａ記載の不動産は現在誰がどのように使用（又は居住）していますか。 

Ａ１は貸駐車場として使用し，相手方家裁二郎が管理。Ａ２及びＡ３は申立人が

居住。Ａ４及びＡ５は空き家で放置。Ａ６の賃料は申立人が支払っている。 

(2) 遺産目録記載の上記(1)以外の遺産は，誰がどのように管理していますか。 

Ｃ２現金は申立人が保管。Ｃ３金及びＧ１の金銭消費貸借契約書は相手方家裁

二郎が保管。その他は，各取扱金融機関が保管。 

８ 取得希望について 

あなたがこの遺産分割において，どのような形での遺産取得を希望するのかを記載

してください。 

（例）不動産の取得を希望する。 

（例）法定相続分に応じて代償金の支払を受けることを希望する。 

記載例 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

４ 
【2020.10】 

 

 

 

 

 

 

 

９ 寄与分について※   

寄与を主張するのであれば，その内容を記入してください。 

期間 内容 

平成 年１月～平成 年 月 

■家業従事 □金銭等出資 □療養看護 □扶

養 

□財産管理 □ 

平成 年１月～令和元年７月 

□家業従事 □金銭等出資 ■療養看護 □扶

養 

□財産管理 □ 

～ 

□家業従事 □金銭等出資 □療養看護 □扶

養 

□財産管理 □ 

※被相続人の財産の維持または増加に対する親族間の相互扶助義務を超える特別な

寄与に限られます（民法９０４条の２）。 

１０ 相手方について 

Ａ２及びＡ３の不動産の取得を希望する。 

Ａ２及びＡ３以外の遺産についての取得希望はないが，法定相続分に応じて代償

金の支払を受けることを希望する。 

 

 

 

記載例 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

５ 
【2020.10】 

 (1) 相手方は本件申立てをご存知ですか。 

   ■全員知っている。  

□全員知らない。  

□相手方      は知っている。 

 (2) 相手方に代理人弁護士は選任されていますか。または，その見込みはありますか。 

   ■ 不明 

   □         弁護士（    弁護士会）が選任されている（選任見

込）。 

    ＴＥＬ               ＦＡＸ 

 (3) 相手方の調停期日への出席は見込まれますか。出席困難な事由（病気等）はな 

いですか。 

   □ 不明 

   ■ 調停には出席すると思われる。 

   □ 調停には出席しないと思われる。 

（理由） 

 

１１ 審判申立ての場合（調停申立ての場合は記載する必要はありません。） 

本件を調停手続に付することについて支障がありますか。 

□支障はない。   

□支障がある。 

（理由） 

 

１２ その他 

  その他参考になることがあれば記載してください。 

 

 

 

記載例 



※ 本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。       

※ 本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。 

※ 本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。 

６ 
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　　　　　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　□　申立書記載の住所でよい。 （★この住所は住民票上の住所ですか。　□はい　□いいえ　）

□ 現住所・居所

□ 自分が住んでいない住所→受け取ってくれる人を下の送達受取人欄に必ず記載してください。

　　　　　　　(送達受取人：　　　　　　　　　　　　　　)　　　　 ）

□　あります。 →下記のとおり非開示希望の申出をします。
　反対当事者に知られることで，生命身体に危険が生ずるなど
生活をする上で支障があるという部分に，マーカー等で色付け
して特定してください。

この送達場所は

□ 勤務先の住所（勤務先名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（注意）届出場所が変更になった場合，変更の届出をしないと，変更前の届出場所に郵便が送られ，送達が完了したこ
とになる場合がありますので，必ず「送達場所の変更届出書」を提出してください。

□　ありません。 →記載終了です。

令和　　　 年(家イ)第   　　　　　　号 

　　　　　　　　　　　非開示希望の申出書

　上記送達場所の届出書に記載した内容のうち，マーカー等で色付けした部分については，他方
当事者に非開示とすることを希望します。

非開示を希望する理由（具体的に記載してください。）

　上記記載のうち，他方当事者に知られることで，生命身体に危険が生じるような情報がありますか。

　　　　　     　　　　　　送達場所の届出書

★記名押印のうえ，太枠内部を記載（該当する□にチェック）してください。

　届け出た場所で送達ができなかった場合，あなたに書類が現実に届かないまま手続が進行する可能性がありますの
で，届出場所は慎重に選んでください。

　□　それ以外の送達場所を指定する（以下に記入してください。）。

　　　〒　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　方　）

　　　　（★この住所は住民票上の住所ですか。　□はい　□いいえ　）



　　　

□　かまわない

□　「家庭裁判所」の名称ではなく担当者の個人名でかけてほしい

　□　調停日（曜日・時間帯など）について希望がある。

　　　□　都合の悪い曜日　：　　　　□月　　　□火　　　□水　　　□木　　　□金　　　

　　　□　都合の悪い時間帯：　□午前　　□午後１時～午後３時　　□午後３時～午後４時３０分

　□　相手は，調停時に暴力を振るう等，不穏な行動をとるおそれがある。

　　　□　わたしを探したり，待ち伏せをする。

　　　□　わたしに対して暴力をふるう。

　    □　刃物など凶器となるようなものを携帯する。〔考えられる携行品　　　　　　　　　　〕　

　　　□　他人に暴力をふるう。（官公庁や他人の家で暴れたことがある。）

　□　体調に配慮して欲しい。（　□あなた　　□相手　）

　　　□　妊娠中（現在　　　　か月　・　出産予定日：令和　　　年　　　月　　　日）

　　　□　現在治療中の病気がある。（病名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□　その他

　【自宅】　　　　　　　－　　　　　　　　－ 【携帯】　　　　　　　　－　　　　　　　　－

　　　□　その他　具体的にお書きください。

　　　□　その他（具体的にお書きください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　【自宅・携帯とも記入された方のみ】あなたに電話をかける際には　（　□自宅優先　　□携帯優先　）

　あなた（自宅）に電話をかける際には，「家庭裁判所」と名乗っても

１　あなたの電話番号（平日午前９時から午後５時までに連絡のとれる番号）

２　家庭裁判所に配慮を求めたいこと（ご希望に添えない場合もあります。）

　　　　　   　　　　　　　 　　進行連絡メモ

　　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

この書面は，手続を進めるうえで参考にするもので，裁判所限りの書面です。

★太枠内部を記載（該当する□にチェック）し，末尾に記名押印してください。

閲覧・謄写対象外書面


